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「 救 い た い 心 」を つ む ぐ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン マ ガ ジ ン

中村洋子（なかむら・ようこ）さん【p.5でご紹介】
わたしも赤十字 赤十字活動の支援者

社会を分断する「不安」の感染
特集
◎コロナウイルスへの恐れが第二、第三の感染を引き起こす



　命を脅かすものを恐れる。これはどんな動物
にも備わっている本能であり、本来恐怖心は生
存の確率を高めてくれる良いもののはずです。
しかし、新型コロナウイルスの発生以降「正し
く恐れる」ことがとても難しくなってきている
ように見えます。なぜ、難しいのでしょうか？ 
　人間の脳は、見えない対象を恐れることがと
ても苦手です。脅威を明確に認識するためには、
見える「対象」が必要なのです。見える対象を遠
ざけることでかりそめの安心感が得られますか
ら、安心するために嫌悪すべき対象を無意識的
に探します。これが今回、ウイルスを連想させ
る「人種」「地域」「職種」「人」など が嫌悪の対象と
なり、偏見・差別が生まれているメカニズムな
のです。

 「病気を恐れる心が生み出す偏見や差別」。こ
れは、さらに 2 つの弊害をもたらす危険性もあ
ります。１つ目の弊害は、偏見や差別が広がる
と、自分が非難、差別されることを恐れ、必要
な相談・ 検査を受けることをためらってしまう
こと。結果として、感染拡大を助長してしまう
可能性があります。2つ目の弊害は、医療者の
疲弊です。検査や治療など、最前線で感染者へ
の対応に忙殺されている全国の医療者。しかし
現在、こうした保健医療機関のほとんどが、風
評被害や嫌がらせを恐れて神経をすり減らして
います。未知の感染症との戦いは長期戦で「最
前線でウイルスに対応し続ける医療従事者が倒
れたらもうおしまい」。これがSARSやエボラ対
応から人類が得てきた教訓です。彼らを忌避や

 社会を分断する
「不安」の感染

新型コロナウイルス（COVID-19）の国内での感染１例目が確認されてから
約 3カ月。未知のウイルスの脅威は私たちの日常を変えました。
そして今、第二・第三の感染…「不安と偏見」が世界中に広がりつつあります。

　2014年のエボラウイルス流行時、海外では、
いったんは医療支援に参加を表明した医療者の
75％が、その後、家族や親類の反対で辞退し
ました。感染者対応業務が終わり、危険はほと
んどないことを頭では理解していても、子ども

や高齢者の家族に感染することを恐れてしばら
く自宅に戻れないことは珍しくありません。ま
た、夫婦などの場合、「仕事（医療者としての使
命）」と「家族の安全」のどちらを優先させるのか
と、深刻な信頼のギャップが生まれることもあ

「パンデミック」その時、医療者は…

●あなたの周囲で、こんな光景はありませんか？

ります。感染症対応にあたる日赤の医師・看護
師・医療事務者も、このような葛藤を抱え、周
囲の「偏見・恐れ」に悩まされながらも、苦しん
でいる人を救うという使命感を支えに、業務を
遂行しています。

コラム 医療者たちの苦悩

　トイレットペーパー、さらにはオムツが、店頭か
ら消えた。…マスク不足から端を発し、誤った情報
が拡散され、紙製品の買い占めが行われた結果です。
このように、「不安」をきっかけに自己防衛本能が働
き、人々が利己的な買い占めに走る現象は、これま
でも大きな災害の度に起きていました。しかし今回、

それとは別の社会現象が表れました。
　日本で生活している外国人留学生の体験談です。
留学生数人が飲食店で食事をしていると、離れた席
の客たちがこちらをにらみ、ヒソヒソ話。怖くて母
国語で会話できない…。外国人に対してだけでなく、
同じ日本人同士でも問題が起きています。「咳

せき

エチ

私たちの社会に、何が起きているのか
ケット」を巡って殴り合いのケンカが起きたり、花
粉症のためマスクをしてクシャミをする人が白い目
で見られたり、かつてない過剰な反応が至るところ
で発生しています。…未知のウイルスから「不安」が
生まれ、その不安が社会全体に広まって「偏見・差別」
となる。まるで、第二、第三の「感染」です。

　全ては「未知のもの」に対する不安・恐れから始まります。新型コロナウイル
スは、一般的な感染対策を徹底して行うことで感染に対する防護力は高まり、万
が一感染したとしても、ほとんどの方が軽症で回復します。しかし、新しい病気
で不明な要素が多いため、そして何よりも「敵（ウイルス）」が見えないため、ど
うしても不安が高まります。不安はストレスになり、自己防衛本能が働き、自分
の心と体を守ろうとして…見えない敵の代わりに他の「誰か」を排除すべき存在と
認識する。こうして「偏見・差別」が生まれてしまうのです。さらに偏見は他の
不安要素を引き寄せる可能性もあります。この悪循環を断ち切るには、まずは「脅
威の正体」を見極めて不安に乗っ取られないように対処することが重要です。

なぜ、偏見や差別は生まれるの？ 【不安と偏見のサイクル】

つい陥ってしまいがちな「不安」の感染に気づき、セルフケアに努めましょう

病気を恐れる心が偏見や差別を生み出し、
ウイルスの封じ込めを困難にしてしまう。

諏訪赤十字病院　臨床心理士
国際赤十字・赤新月社連盟心理社会センター　登録専門家　

森光玲雄 

ウイルス発生
生物学的「感染症」

不安や恐れ
心理的「感染症」

偏見・差別の表出
社会的「感染症」

まるで第二・第三の“感染”

□ 地域や民族特性を病気のレッテルにする
□ 感染の可能性のある人に敵意を向ける
□ 犯罪者扱いしたり侮辱するような言葉を使う
□ 定かではない情報、うわさを広める

不安・恐れ
新しい病気、わからない
要素がたくさんあると、
不安になる。人間は見え
ないものを恐れてしまう。

偏見・差別
脅威を他の「誰か」に関連
させてしまう。

自己防衛本能
脅威から自分を守るため
に、怒りや闘争心が出て
くる場合も…

「不安」から心を守る
５つの方法

まずはリラックス
ほっとする時間を作ろう

１

「その情報は正しい？」
冷静に

情報の信頼性を考えよう

2

この「騒ぎ」から一歩引いて、
別の視点を持つ人と
話をしてみる

3

熱中できたり
心が晴れる活動に時間をさく。  

運動も効果的！

4
食べて（健康的な食事）、
寝て（質の良い睡眠）、
自分をいたわろう

5

落ち着きを取り戻すために、次のような方法を試してみましょう。

攻撃の対象として扱うのではなく、むしろ応援
し支えるべき対象であると社会全体で声を出す
ことも早期解決につながります。
 「正しく恐れる」のは難しいものですが、過度
に恐れすぎると気づかぬうちに犯人探しや攻撃
に加担していることもあるかもしれません。ま
ずはご自分と家族の感染予防を徹底しつつ深呼
吸！ こんなときだからこそ身近な人と支え合
うことから始めてみませんか。

NIAID-RML/NATIONAL
 INSTITUTES OF HEALTH/

Science Photo Library/ アフロ
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「苦しんでいる人を救いたい」という理念の下、日本赤十字社は災害救護活動
や国際救援活動をはじめとして、さまざまな事業を展開しています。これらの
事業の財源は、それぞれの事業によって異なり、会費や寄付金を財源とする 
「一般会計」と各事業での収益を財源とする 「特別会計」があります。

令和２年度
日本赤十字社の予算概要

全国の個人・法人の会費および寄付金などを主な財源とし、国際活動、災害救護、救急法などの講習会、
青少年赤十字やボランティアの活動など、本社・支部の事業にかかる歳入歳出予算をまとめたものです。

海外での救援・開発協力活動のために●
33億123万3千円

●国内の災害救護活動のために
26億6019万6千円

国際救援、開発協力の
費用

赤十字施設の設備投資のために●
47億9781万2千円

●翌年度以降の継続事業のために
14億8323万円

災害救護設備や救急医療体制の整備などの費
用、建物の整備、資産の維持管理などの費用、
支部、病院、血液センター、社会福祉施設の基
盤整備の費用など

救急法等の講習会、奉仕団・青少年
赤十字活動普及の費用

●前年度繰越金など
54億4953万3千円

●繰入金収入など
（東日本大震災海外救援金含む）
44億4797万8千円

●国庫補助金や
　公益補助金
10億5153万8千円

●国庫委託金など
1億2718万9千円

●会費（社費）・寄付金・海外への
　救援金の寄付
189億922万円

歳入
299億8545万8千円

●事務管理などのために
83億1288万4千円
支部、病院、社会福祉施設の事務局・本部機能としての事務経費

災害救護活動、国際救護活動等の翌年度以降の
実施に備えた積立金

●詳細は日本赤十字社ホームページでご確認ください。 
    www.jrc.or.jp/about/plan/

一般会計 

　特別会計

●地域のボランティア
　活動支援のために
21億337万6千円
地区・分区への事業費・事務
費の交付金

0.4%

3.5%

18.2%

63.1%

14.8%

注）１. 「一般会計」の各合計額には、本社・支部・施設間の内部取引額を含んでいます　２. 「一般会計」の東日本大震災義援金にかかる歳入歳出予算は、含まれていません
　　３. 「特別会計」における収入とは「収益的収入」、支出とは「収益的支出」、差引額とは「収益的収入支出差引額」のことです

299億
8545万8千円

歳出

●東日本大震災復興
　支援のために
3億9233万6千円

救援物資の整備・備蓄等の費用
（災害救護事業費）

会員募集・広報のために●
33億6020万2千円

赤十字会員への参加呼びかけや広報活動の費用

苦しんでいる人びとを救うための費用

「守る」を広める活動のために●
35億7418万9千円

27.7%

1.3%8.9%
11.0%

11.9%

7.0%

16.0%
5.0% 11.2%

医療施設
赤十字医療施設の運営などにかか
る予算をまとめたもので、診療収
益を主な財源として、病院運営の
ための費用などに充てられます。

■収入　　      1兆1245億3303万円
■支出　　 1兆1311億6328万4千円
■差引額         - 66億3025万4千円

血液事業
血液事業の運営などにかかる予算
をまとめたもので、輸血用血液製
剤供給収益を主な財源として、安
全な血液製剤を安定的に供給する
ための費用などに充てられます。

■収入　　 　1639億1902万1千円
■支出　　 　1607億1246万5千円
■差引額　            32億655万6千円

社会福祉施設
社会福祉施設の運営などにかかる予
算をまとめたもので、措置費、委託費、
介護保険、自立支援費、診療収入お
よび都道府県・市町村からの補助金
を主な財源として、社会福祉施設運
営のための費用に充てられます。
■歳入 　　 195億4385万5千円
■歳出 　　  153億7002万1千円
■差引額    　　    41億7383万4千円
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●前年度繰越金など
54億4953万3千円

 「福島から届いたヒマワリの種が、見事に花を咲かせましたよ！」
　そう言って、ヒマワリの切り花を掲げて見せたのは、君津市赤十字奉仕団
の鎌田和子委員長、あなたでした。2011年９月上旬、避難先の千葉県の君
津市で、毎月開催される地域住民と震災避難者の交流会でのことです。その
ヒマワリの種は、６月ごろに福島の知人から私に届き、鎌田委員長にお渡し
したもの。赤十字奉仕団の皆さんは、毎回、東北の被災地に縁のあるものや、
東北の郷土料理を用意して、楽しませてくださいました。
　鮮やかな黄色の花束を見て、私は鎌田委員長に声を掛けずにいられませ
んでした。
 「鎌田さん。私、田中と申します。これからもよろしくお願いいたします」
　私が名乗ったのは、実はその時が初めて。鎌田委員長は驚いた様子もなく、
満面の笑みで、「田中さん。こちらこそ、よろしくお願いしますね」。
　交流会では、名前を聞かれることはありませんでした。それは、最初に鎌
田委員長が決めたルールだったそうですね。『福島の皆さんのお気持ちにご
負担がないように、先方から名乗りがあるまで、名前を聞かずに楽しんでも
らいましょう』。なんという気遣いでしょう。鎌田委員長や赤十字奉仕団の
皆さんのおもてなしには『主役は避難者の皆さん、私たちは裏方』という徹底
したホスピタリティー精神があふれていました。

　３月11日の地震・津波発生後、私たち家族９人は福島県双葉郡富岡町から、
着の身着のまま逃げました。津波が町を襲い、まずは避難所へ逃げ、その翌
日には福島第一原発の事故で、さらに隣町へ。そして千葉県の君津市にたど
り着いたのは 3月18日の午前零時。私たちは何もかもを失ったけれど、君

津の人々の優しさ、赤十字奉仕団の方たちとの交流のおかげで、少しずつ傷
が癒えました。10カ月後、私たちは家族の仕事の都合で福島のいわき市に
移り住みましたが、もっと長く君津で暮らしたかったです。

　鎌田委員長の訃報は、あまりに突然でした。いわき市に移ってからも連絡
を取り合い、2012年 5月には被災地を巡った鎌田委員長、奉仕団の方々と、
いわきでランチをすることもできました。まさかそれから 1カ月後に、急
逝されるなんて。福島から駆け付けた葬儀、最期のお別れで「たくさん人の
ために尽くされて、お疲れ様でした」と声を掛けたら、鎌田委員長はいつも
通りの穏やかなお顔で、ほほ笑んでくださったようで…。

　鎌田委員長。あれから私は、福島で語り部を始めました。「富岡 3.11を
語る会」というNPOの活動で、さま
ざまな場所に出かけて行き、東日本
大震災での経験を伝えています。お
話の中で、君津で体験したことも話
します。あの不安な日々、避難先の
見知らぬ土地で、押しつけではない
真の思いやりで寄り添ってくれた方
たちがいたこと、それがどれだけ私
や私の家族に支えになったか…。鎌
田委員長に、語り部活動の様子をお
見せしたかったです。

あなたに見せたかった…「福島と生きる私」

福島県双葉郡富岡町（発災当時）   田
た な か

中美
み な こ

奈子さん

君津での最後の交流会。花束を受け取る鎌田委員
長（右）と、お礼の言葉をのべる田中さん（左）

第１回 東日本大震災の発生から2021年3月で10年。
来年の3月号まで「3.11」から人生を変えた人々の物語を毎月連載します。

わたしも赤十字 今月の表紙

赤十字には「寄付」という形で赤十字の活動に参加する支援者がいます。
全国の支援者の中から毎月お一人を、温かいメッセージと共にご紹介します。

赤十字活動の支援者

中村洋子（なかむら・ようこ）さん
埼玉県所沢市／50歳／会社員

日本赤十字社への
ご寄付の方法

Webサイトからの登録により、クレジットカード
でご寄付いただけます。ご寄付の方法は、毎年・毎月・
今回のみからお選びいただけます。

寄付するあなたも
赤十字です

クレジットカードで寄付

　普段はIT系の会社で、PCと向き合う日々です
が、住んでいる町では町内会の役員としてたくさ
んの人と交流しています。この町に暮らして25
年、PTA活動をきっかけに町内会と関わるように
なり、町内会の活動がいかに安心安全な町の暮ら
しを支えているかを知りました。「災害訓練の実
施（毎年）」「独居老人宅の見回り」「町内の街灯を
増設（町内会費で）」など、幅広い活動に驚き、「あ
りがたい」とさえ感じました。町内会という支え
合えるコミュニティは私の誇りです。
　赤十字への寄付は、18年以上、続けています。
災害が起こったときの義援金だけでなく、毎年

行っているのは赤十字の活動資金に対してです。
私は寄付という形で、思いを託しています。
　確実に活動をしてくれる、という安心感がある
から赤十字に託そうと思える。赤十字のように
「変わらずに存在してくれること」って、実はとて
も大切なこと。いざというときにすぐに助けに来
てくれる存在であってほしいから、何も起こらな
くても毎年寄付をします。ふだんから余裕がない
と、大変なことが起きたときに力を発揮できませ
んからね。「いつも通り、そこに居てもらうため
に、寄付する」。そういうゆとりが、大切なんだ
ろうな、と考えています。

“ 変わらない ”から赤十字がいいんです 身近な窓口から寄付

■郵便局・銀行の口座振替
■郵便局・銀行の窓口
■お近くの日本赤十字社窓口

詳しくはこちら→

www.jrc.or.jp/contribute/
日本赤十字社　寄付 検索
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大人と中学生が力を合わせて
「もしもの時に、助け合う町づくり」

　2月13日、日赤京都府支部の開催する赤十字
防災セミナーに、宇治市立南宇治中学校1年生
と地域住民など111人が参加。中学生と大人が
混成チームとなり、地域に暮らす高齢者の避難
や避難所の運営といった課題に取り組みました。
個包装食づくりで「同じ釜の飯」を共に食べるな
ど、親睦を深めることで、世代を超えて手を取
り合い、地域防災に向き合う機会となりました。

中学校と、近隣の団地防災会、自治会、赤十字奉仕団が連携した

京都府
東北コットンのタオルを使って
被災地と赤十字活動を
ダブル支援

　東日本大震災の津波被害で稲作ができなく
なった土地で綿花を栽培し、商品化する東北コッ
トンプロジェクト。この東北コットンを使用し
た「泉州タオル」が赤十字支援マーク付き商品
になりました。3月13日、日赤大阪府支部は大阪
タオル工業組合とのパートナーシップ協定を締
結。「泉州タオル」の売り上げの一部が赤十字に
寄付され、東北復興サポートにもつながります。

支援マーク付き同商品は「泉州タオル」ホームページから購入可能
※ハートラちゃんは商品に含まれません

大阪府

全国初！ 
ママさん看護師の快挙！
女性の水上安全法講師が誕生

　庄原赤十字病院の看護師・佐藤藍さんが令和
元年度の水上安全法講師養成講習に合格し、女
性として全国初、広島県では男性を含めて初と
なる水上安全法講師に認定されました。講師と
は水上安全法指導員の養成を担う役割で、指導
員から講師へとステップアップした佐藤さん
は、「今後は講師として活動仲間を増やしてい
きたい」と意気込みを語っています。

子ども2人を育てながら、看護師、そして水安講師としても活躍！

広島県
命を守る人材を育てたい！
高校でスタートした
防災カリキュラム

　青少年赤十字加盟校・昭和学園高校では、４
月から普通科のカリキュラムで防災授業を開始
します。講師は日赤の防災事業における指導者
養成研修を修了した岡﨑浩晴校長。日赤の防災
セミナーのノウハウと防災理念も盛り込み、自
らの命を守るスキルを高めるだけでなく、生徒
自身が防災リーダーとなり、地域の人々を助け
られる人材を育成します。

地震を想定したワークショップを指導する岡﨑校長（写真右）

大分県

虐待に立ち向かう日赤医師たち
県内の子どもの全死因、究明へ

　虐待死を見逃さないために、群馬県では全国
に先駆け、子どもの全死因を究明する取り組み
が始まります。前橋赤十字病院などの研究グルー
プの調査により、18歳未満の約100人中１割に
虐待の危惧があると判明し、群馬県は国が試行
する「子どもの死亡登録・検証」モデル事業への参
加を決定しました。前橋赤十字病院小児科医チー
ムが死因検証の必要性を訴え続けた成果です。

同院小児科医チームの取り組みは、NHKなど各メディアも注目

群馬県

幼稚園で、きけんはっけん！
奉仕団員が「ぼうさいの先生」に

　日赤福井県支部の鯖江市赤十字奉仕団は2月
28日、市内の片上幼稚園で園児と保護者に向け
て防災講座を開催。奉仕団の熊野澄子委員長が
先生役を務め、防災教育教材「ぼうさいまちがい
さがし　きけんはっけん！」のイラストを見せ
て危険な場所を聞くと、園児たちは次々と指を
指し、大きな声を上げながら参加しました。奉
仕団による防災教育は広がりを見せています。

石川県の七尾市赤十字奉仕団の活動を参考に、鯖江市でも始まった

福井県 裸でぶつかり合う伝統の奇祭
国府宮はだか祭で臨時救護

　日赤愛知県支部は2月6日、国府宮はだか祭
（正式名称・儺追神事）の会場で臨時救護を実施
しました。この祭りは数千人の裸男たちが激し
くぶつかり合う伝統の神事で、境内には名古屋
第一赤十字病院の救護班と支部職員、尾張赤十
字救急奉仕団員がスタンバイ。寒風の吹きすさ
ぶ中、関係機関と連携しながら参加者や見物客
の応急手当てを行いました。

厳しい冷え込みの中、ふんどし一枚。低体温症で運びこまれた方も

愛知県
全盲の子たちに
楽しんでもらいたい
手作りの「さわる絵本」を寄贈

　1月29日、富山赤十字点訳奉仕団は、視覚障
害の子どもたちが指で触って読めるようにと、
富山視覚総合支援学校に「さわる絵本」と点訳し
た図書データを寄贈しました。「さわる絵本」は、
フェルトや毛糸、質感の違う布などを使用した、
奉仕団員の手作り。絵本を手にした幼児は、指
で感じる質感の変化を楽しみながら、じっくり
とページをめくっていました。

立体的に作成した絵本は、1冊の高さが20センチを超えるものもある

富山県
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そのとき学校は、児童は…
先生が学ぶ台風第19号の実例

　2月15日、日赤長野県支部の青少年赤十字研
修会に、県内各地の学校から50人を超える先
生が集まりました。昨年の台風第19号で被災
した学校も多く、被災時の教育現場の様子も多
数報告されました。もしもの時に子どもたちを
どう守るか。学校に避難所が開設された場合の
運営方法、被災児童へのこころのケア、といっ
た具体的な事例がリポートされました。

「こころのケア」の１つとして実際に避難所で行ったケアを体験

長野県

「赤十字を応援！」 プレゼントA

サイン入りＢ5サイズマルチカバー   「昨年の台風災害では、ミス・ジャパンのファイナリストが各々
アクションを起こし、私も有志メンバーと千葉県の災害支援ボラ
ンティアに向かいました。被災地の方々が、ボランティアの存在
が大きな心の支えになると仰っておられて、あらためて『助け合
うということは人の心を支えること』なのだと実感しました。
　災害や緊急事態は、ごく普通の日常生活の中で発生します。命
と体を守る備えは一人一人が普段の生活の中でできるものもあり
ますが、赤十字を通してでなければできない備えもあります。そ
れは、献血です。献血は、命を直接救える『備え』。こうした『備え』
の大切さを普段の生活の中から意識していきたいと思います」

土屋炎伽 さん　2019年ミス・ジャパングランプリ

1
名さまに

つちや・ほのか◎1992年8月26日生まれ。東京都出身、A型。「2019ミス・
ジャパン日本大会」グランプリを受賞。富士通チアリーダー部に所属する
チアリーダーとしても活躍中。祖父は元・松山赤十字病院院長。妹は女優
の土屋太鳳さん。

社員一人一人の社会貢献活動が光るテルモ

工場地区で社内献血

 「医療を通じて社会に貢献する」という企業理念のもと、体温計や血圧
計をはじめとした多くの医療機器、医薬品を取り扱うテルモ株式会社。
日赤への支援を長年続けてくださるパートナー企業であり、「防災・減
災プロジェクト～私たちは、忘れない。～ 」にも参画されています。同
プロジェクトでは、自社が行っている国内外の被災地への支援活動や医
療を止めないために日頃から取り組んでいることなどを社員に啓発し、
社員一人一人、自分ができることを考える機会としています。また、「平
成30年7月豪雨」や「令和元年台風19号」の際にも、日赤を通じて義援金
の寄付や被災地への製品提供を実施されました。そして現在、新型コ
ロナウイルスの影響で献血の中止が相次ぐ中、全社を挙げて協力体制
を敷き、３月だけで国内の５事業所で社内献血を開催いただきました。
今回はテルモ株式会社から赤十字NEWS読者へのプレゼントです！

パートナー企業紹介 vol.1

アームイン血圧計

5
名さまに
腕帯を巻かずに、
ワンボタンでカン
タンに血圧が測定
できます。ボタン
も大きめで、見や
すく、操作しやす
い設計です。

※写真はイメージです。デザインは変更になる可能性があります。

テルモ株式会社

テルモ電子血圧計 ES-P2020ZZ  

「赤十字を応援！」 プレゼントB

　令和２年３月19日に新霞が関ビル「全社協・灘尾
ホール」において開催予定だった第95回代議員会は新
型コロナウイルス感染症の拡大のため、開催中止と
なりました。そのため文書審議をもってこれに代え、
その結果は下記のとおりです。

令和２年４月１日　日本赤十字社
記

第１号議案　役員の選出について
　理事16名および監事１名が次のとおり選出されま
した。
　理事　渡邉　芳樹　　　理事　髙橋　孝喜
　理事　菊池　康雄　　　理事　澤田　清一
　理事　野口　良孝　　　理事　小田部　卓
　理事　大坪　紘子　　　理事　中西　一順
　理事　羽田　健一郎　　理事　水野　光二
　理事　三田　敏雄　　　理事　木谷　聡一
　理事　野々内　さとみ　理事　西宮　映二
　理事　小田切　泰禎　　理事　中冨　博隆
　監事　見澤　泉
第２号議案　令和２年度事業計画について
　原案のとおり議決されました。
第３号議案　令和２年度収支予算について
　原案のとおり議決されました。

代議員会審議結果公告

　令和２年３月18日に本社において開催予定だった
常任理事会は新型コロナウイルス感染症の拡大のた
め、開催中止となりました。そのため文書審議をもっ
てこれに代え、その結果は下記のとおりです。

記
１　不動産の処分について
　　（京都府支部）
２　理事会に付議する事項について
　　（日本赤十字社本社組織規則の一部改正）
　審議の結果、不動産の処分については原案のとお
り議決され、理事会に付議する事項については、原
案のとおり理事会に付議することが了承されました。

常任理事会開催報告

　令和２年３月19日に全国社会福祉協議会会議室（新
霞が関ビル）において開催予定だった理事会は新型コ
ロナウイルス感染症の拡大のため、開催中止となり
ました。そのため文書審議をもってこれに代え、そ
の結果は下記のとおりです。

記
１　規則の改正について
　　（日本赤十字社本社組織規則の一部改正）
２　第95回代議員会に付議する事項について
　　（役員の選出、令和２年度事業計画および
　　収支予算）
　審議の結果、規則の改正については原案のとおり
議決され、第95回代議員会に付議する事項について
は、原案のとおり第95回代議員会に付議することが
了承されました。
　なお、常任理事会の理事については、渡邉芳樹、
髙橋孝喜、野口良孝、丸山浩一、久和進、今井民雄、
鈴木暉三弘、愛甲三郎の各氏が選出されました。

理事会開催報告

郵送／〒105-8521東京都港区芝大門1-1-3  
　　　　　　　　　　日本赤十字社 広報室  赤十字NEWS４月号プレゼント係
FAX／ 03-6679-0785  メール／ koho@jrc.or.jp（件名「赤十字NEWS４月号プレゼント係」）
４月30日（木）必着　※当選者の発表はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます

ここから
応募   ➡
できますwww.jrc.or.jp/contribute/

日本赤十字社　寄付 検索
上記プレゼントB希望者は、以下の項目を明記のうえ、郵送・
FAX・メールでご応募ください。①お名前　②郵便番号・ご住
所　③電話番号　④年齢　⑤赤十字NEWS４月号を手にされ
た場所（例／献血ルーム）⑥４月号に関するご意見・ご感想

上記プレゼントA希望者は、右記
WEBサイトにてご応募ください。

インターネット
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QRからも
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合いました」。この学校で学ぶ子どもたちが、
この地域の新しい未来を作っていきます。支
援を受けた被災者が日常生活を取り戻し、彼
らが周囲の被災者や地域の支えになっていく。
そんな世代を超えた住民同士の支え合いが生
まれているのです。日赤がネパール赤十字社
とともに実施してきた復興支援事業はまもな
く終了しますが、少しずつ、そして着実に、
被災者は穏やかな日常を取り戻しています。

　2015年 4月25日にネパールで発生した地震
はマグニチュード7.8を記録し、死者8,790人、 
被災者数560万人以上、国民の 5人に１人が被
災するという甚大な被害をもたらしました。日
赤は地震発生直後の緊急救援に続きネパール赤
十字社と協力しながら７分野の復興支援事業を
行ってきました。その中でも特に住民の生活に
直結しているのが、地震で損壊した住宅の再建、
診療所の再建、給水設備の整備、生計の支援と
いう 4つの事業です。現地で復興支援に従事
してきた日赤ネパール代表部・五十嵐和代首席
代表は「耐震性のある家や新しい水くみ場、そ
して村々の診療所が完成しました。人々の生活
は、震災前に比べてより良く安全になりつつあ
ります」と被災地の現状を説明します。被災者
一人一人と向き合う生計支援にも、日赤は力を

ネパール地震から5年　
現地の生活が大きく改善

入れてきました。地震で仕事を失った被災者に
向けて約 4万円の義援金を給付し、新しい仕
事に取り組む被災者には大工育成などの職業訓
練も行ってきました。働く場所をなくした大工
の男性は、義援金を使って自ら工場を再建。彼
の新しい工場で作られた家具は、地震で家財道
具を失った方の助けにもつながりました。また、
義援金を元手として小さな雑貨店を開いた女性
は、地震で子どもを失うというつらい経験を乗
り越え、新しい生活を始めています。

　学校の再建も大きな事業の 1つです。再建
中のダデューワ小学校校長ビジャヤ・タマンさ 
んは語ります。「村の住民も子どもたちも、校
舎の完成をとても楽しみにしています。先日も
約100世帯の村人が集まって、どうしたら子ど
もたちが安全に学ぶことができるのかを話し

ネパール地震緊急救援・復興支援事業

日赤の支援を受けて住宅を再建したタマンさん夫妻（2020年 2月撮影）

2015年4月の発災直後から続けてきた、ネパール地震緊急救援・復興支援事業がまもなく終了し
ます。これまでに現地で行われた支援事業の成果を現地から報告します。

生活に直結する復興支援で
被災地の人々に笑顔があふれていく

新しい小学校の完成を心待ちにしている子どもたち

子どもたちは未来への希望
広がる住民同士の支え合い

地域保健再建
診療所14棟

ネパール

医療支援
物資支援 住宅再建

1,652世帯
組織能力強化
ネパール人の職員研修

約350人

学校基盤防災
小学校1校建設

水と衛生
給水設備20カ所

血液事業
血液センターへ
資機材114台

生計支援
義援金413世帯
職業訓練36人

緊急救援 復興支援
●５年間の支援の歩み

新しい診療所が完成

　ネパール地震の被災者のために、日赤にはこれまで
皆さまから 20億円ものあたたかなご支援が寄せられ
ました。皆さまのご支援でできたことの１つが、診療
所の再建です。首都カトマンズから被災地までは、山
の中のデコボコ道を車で約 5時間。大雨が降ると道
路がぬかるみ、資機材や人を運ぶトラックが通れなく
なります。困難な環境の中、日赤は支援を続け、被災
地に14棟の診療所を完成させました。診療所の利用
者は、2020年３月現在、92258人。病気やけがの治
療だけでなく出産のための利用も多く、708人の新
しい命がこれらの診療所で誕生しています。
　日本にいる皆さまから、世界の人々へ。そして、未
来の子どもたちへ。皆さまのご支援は、世界と未来に
つながっているのです。新しい診療所で生まれた赤ちゃんとお母さんたち

708
数字で見えた！
世界中の災害や紛争から、人々の命と健康を守る日赤の国際活動。
皆さまの寄付がどのように世界で役立てられているのかを、数字でわかりやすくお伝えします。

新しい診療所で生まれた赤ちゃんとお母さんたち

人 

  世界で生かされる皆さまのご支援  
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